
《サッカー》６月にコパ・アメリカ開催＝セレソンの初戦はベネ
ズエラと

２０１９年７月７日、決勝戦でペルー代表と戦って優勝を決め、
チチ監督を胴上げして喜ぶブラジル代表たち（Lucas
Figueredo/CBF）

　南米サッカー協会（ＣＯＮＭＥＢＯＬ）は１５日、アルゼンチンとコロンビアでのコパ・アメリカを当初の予定より２日間短縮し、６月
１３～７月１０日に開催することを決めた。参加国は招待国なしの南米１０カ国となる。１５、１６日付現地紙、サイトが報じている。
　今回のコパ・アメリカに関してはコロナ禍により開催を危惧する声もあったが、開催されることになった。だが、当初予定されていた二
つの招待国、オーストラリアとカタールの参加は見送られた。
　形式は南米１０カ国が二つのグループ・リーグを作り、その内の４チームずつが決勝トーナメントに進むやり方で行う。

　開幕式は６月１３日にアルゼンチンで開催され、決勝は７月１０日にコロンビアで行われる。
　ブラジル代表（セレソン）は１４日のメデジンでのベネズエラ戦からスタート。以降、１８日がカリでのペルー戦、２４日がバランキー
ジャでのコロンビア戦、２８日がボゴタでのエクアドル戦となる。
　なお、ＣＯＮＭＥＢＯＬは３月末に開催予定だったＷ杯南米予選の第５、第６節を延期することも発表した。欧州のサッカー・クラブか
ら、この期間中の代表チームへの選手招集許可が下りなかったためだ。
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